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車上作動処理実施責任者の皆さまへ 
 

エアバッグ類車上作動処理一括作動ツール 

取り扱いに関する注意点 
 
平素はエアバッグ類の適正処理にご尽力いただき、ありがとうございます。 
エアバッグ類車上作動処理実施に際し一括作動ツールをご使用いただいて 
いると存じますが、今般、ツールが起動しないというお問合せが増加して 
おります。修理対応した大半はケーブルの断線等による不具合が原因でした。 
つきましては、貴社におかれましても作業時に以下の点にご留意ください。 

１．不具合の代表例と対策方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ケーブルの価格はおよそ 5,000 円/本です。（※ 材料高騰等により予告なく価格変更する場合があります） 
●本体修理時には代替機のご用意があります。（※ 依頼が集中した際はお貸しできないことがあります） 

 

２．（参考）個数表示ランプについてよくある質問 
①「Er」と表示される → ・逆輸入車や海外生産車である（一括作動機能がない） 

・車両側のエアバッグコンピューターが故障している 

②「―」と表示される → ・作動ツールに情報を送らないタイプの車両である 

③作動した個数と表示され 

た個数が一致しない 

→ ・エアバッグ(袋)とインフレータの搭載個数にズレがある 

（エアバッグ(袋)1 個に対してインフレータが 2 個使用されている等） 

※いずれも他の車両で作動できればツールに問題ありません 
 

３．お問い合わせ先 
 

 

 

 

 

●一括作動システム対応車両については、「一括作動処理ツール」の使用を推奨します。 
●万一事故等が発生した場合は、現場を保存（写真等による保存でも可能）の上、 

速やかに自動車再資源化協力機構までご連絡ください 

●見えづらい場合は自再協 HP(http://jarp.org/)もご確認ください。 

■一括作動ツールについて：豊通リサイクル株式会社（担当：宮本） 

TEL：0467-70-7461 

■エアバッグ・フロン全般：自動車再資源化協力機構（業務部） 

TEL: 03-5405-6155 / E-mail: info@jarp.org 

 
 

① ケーブルの断線・接続部等の破損 

② 電源バッテリーの劣化 

対策：使用可能なバッテリーを２個使用する。 

＋－を正しく接続する。 

 

対策 1: 車室内ケーブルの平たくなっている箇所を 

車両のステップ部分にとおす。 

対策 2: フォークリフト等でケーブル・接続部を 

踏まない。 

対策 3: コネクタ（黄色）を車両のエアバッグコンピューター 

から抜く時にツメ部分を持って引き抜く。 

※ツメが折れるときちんと接続しないため。 

また、ケーブルを引っ張ることにより 

ケーブルが断線するため。 

＋ ＋ － － 

車室内ケーブル 

ツメ ツメ部分を持つ 

http://jarp.org/

